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自局紹介
★ シャック

★ アンテナ

★ その他
もぎたてＴＶ、月間ＦＢニュース、ＣＱ誌（3回）、月間５９、愛媛新聞
ＤＸＣＣ：約50年かかって完了、ＪＡＲＬ永久会員
ソフト：ＢＧＡＬＯＧ、ＢＧＡＲＴＣ、ＢＧＡＴＡＲＭ、等



●初めに（デジタル通信、現在主流のデジタル通信）

●必要なソフト、必要な設備

●免許の手続き、運用周波数

●ＦＴ８、４の画面、ＪＴＤＸ設定方法と運用、ＰＣ間連携

●ＦＴ８、４の交信イメージと注意点

●ＢＧＡＬＯＧとの連携

●ＢＧＡＬＯＧ紹介

2019/09 ＪＡ５ＢＧＡ
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本日の資料：ＥＤＸＧホームページに保管

困ったことがあればスカイプで「ＪＡ５ＢＧＡ」を検索してコールしてください。（カメラは不要です）
スカイプ、クイックアシストを使ってのリモートでＰＣを直接支援することもできます。
ＢＧＡＬＯＧ導入希望の方へはお手伝いもさせていただきます。（ＡＤＩＦファイル経由で取込可能）

本資料タウンロード
「ＥＤＸＧ」で検索：
「JARL-EHIME.pdf」

をダウンロードしてく
ださい。

BGALOGの各マニアルは次をご覧ください。



初めに

★ 現在良く使用されているデジタル通信

ＲＴＴＹ：（ﾊｰﾄﾞ中心⇒ ｿﾌﾄ中心）1952年～

ＪＴ６５：（EME通信用に開発）2007年頃より

ＦＴ８ : （F/Hﾓｰﾄﾞ：ﾍﾟﾃﾞｨｼｮﾝ用）2017/7公開

ＦＴ４：（ｺﾝﾃｽﾄﾓｰﾄﾞ?）FT8の改良版:現在2.1.0

その他 （ＪＴ９、ＰＳＫ＊＊、ＲＯＳ＊、ＯＬＩＶＩＡ、ＳＳＴＶ、ＤＶＶ、ＯＤ、等）

※ ＪＴ６５～ＦＴ４：微弱信号による通信用に開発
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現在の主流のデジタル通信の特徴

★ ＲＴＴＹ：伝送速度45baud/分、帯域200Hz強
海外との交信には一定のﾊﾟｰﾜｰが必要、ﾍﾟﾃﾞｨｼｮﾝ以外はｵﾝﾌﾚ（弱肉強食）
自由な長文の送信が可能でありﾃｸﾆｯｸを必要とするために根強いものがある

★ ＪＴ６５：伝送速度2.692baud、60秒ｻｲｸﾙ:1交信5分以上
帯域177.6Hz・・限界S/N: -25dB（FT8へ移行中）

★ ＦＴ８：伝送速度6.250baud、15(12.64)秒ｻｲｸﾙ:1交信1分以内が可能
帯域50Hz・・限界S/N: -20dB (-21dB) 、 ﾃﾞｰﾀー量：75bits 
（F/Hﾓｰﾄﾞ）ﾍﾟﾃﾞｨｼｮﾝ局は複数局に同時に送信可、一般局は15秒,45秒に送信

★ ＦＴ４：コンテスト用（WSJT-X 2.1.0） 、6(4.48)⇒7.5秒ｻｲｸﾙ:RTTY並みのQSOが可能
ﾊｲｽﾋﾟｰﾄﾞＱＳＯが可能・・50%のﾃﾞｺｰﾄﾞ率でS/N: -16.4dB (FT8より約10dB減) 
ｺﾝﾃｽﾄの概念から交信相手を自動で選択してQSOを実施

※ デメリット：ＪＴ６５からはほとんどラバースタンプＱＳＯで自動交信 5
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Other(JT65等)

CW

Fhone

PSK

RTTY

FT8

RTTY

Fhone

CW

モード別運用構成比率
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ＦＴ８モードの使用状況（テルネットに流れてきたデータのバンド別ＦＴ８(4)の情報例 8/6 13:08現在）

２０１９年１月～８月のＱＳＯ状況
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過去のバンド別・モード別交信状況（１９６３/９年～２０１９/８年＝５６年間）

年間（２０１６）ＱＳＯ

年間（２０１９/１～８月）ＱＳＯ

１６０ｍ ： ＪＴ６５、ＦＴ８により増加
ローパワーでもＱＳＯ可能
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ＦＴ８モードの使用状況 （今年度はほとんどがＦＴ８）



ＦＴ４、８運用のための主流プログラム

ＪＴＤＸ （カラー、デューフ゜、プリフィックス、画面）
ＷＳＪＴ－Ｘ （ＦＴ４モード）

•WSJT-X： https://physics.princeton.edu/pulsar/k1jt/wsjtx.html
：カラー設定 &デュープ、ＤＸＣＣチェックなどが豊富、モード等の切り替えが簡単、ＨＩＮＴ機能有り

•JTDX： http://jtdx.tech/
：カラー設定等ＣＱにのみ、ＦＴ４については現在WSJT-Xのみ、モード等の切り替えが手間
両方を使用するとデュープ発生の可能性大
いずれもバージョンアップが盛んにおこなわれていますので最新版をインストールしてください。 10

https://physics.princeton.edu/pulsar/k1jt/wsjtx.html
http://jtdx.tech/


ＪＴＤＸ（FT8）

ＷＳＪＴ－Ｘ （FT4ﾓｰﾄﾞ）

Water Fall 画面（設定）

ポイント
送信と受信をスプリット
すいている場所を選択

ｽﾌﾟﾘｯﾄ設定
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★ ＦＴ等に必要な設備

ＵＳＢ
インターフェイス

ＰＴＴ ＵＳＢ

ＣＡＴ
F:ｺﾝﾄﾛｰﾙ

ＰＣ：他のソフトと共有する場合はパフォーマンスの高いものが望ましい。
デコード時に多くのＣＰＵパワーが必要です。
低い場合はデコード処理に問題が発生する可能性が有ります。
デコード時にディスクに書き込み処理を行いますのでＳＳＤが望ましい。

ディスプレー：フル画面でマルチディスプレーが望ましい。
交信中に各画面を最前面に切り替えての交信はかなりきついです。

ＰＣの内蔵時計：１秒以内（FT4は0.5秒以内）に維持する必要があり、ＮＷ時計などで定期的な時刻補正が必要です。
２秒（FT4は１秒）以上ずれるとほとんどデコードされなくなります。（ＮＷ時計で補正、）
良くずれる場合はタスクスケジューラでＰＣ起動時に自動同期をさせると良いです。https://yabeshin.com/post-2132/

MAX 5GHz

青い線＝ＣＰＵスピード：100%を連続して超えないこと
緑色の15秒ごとの山はＪＴＤＸデコード処理

Line In サウンドカード（推奨） 直接も可

SP Out

12



13

ＵＳＢインターフェイス（参考例）

ＦＴ８のインターフェイスで検索
（自作方法等多くの記事）

完成品の例
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プロクラム等作成

メイン

ＢＧＡＬＯＧ

ＦＴ８

サブ

メール

マルチ画面の必要性



免許手続き
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ＦＴ８は必要だがＦＴ４については例外・・・？
👇

正しく届けてください



標準運用周波数 (KHz)

それぞれモードごとに異なります。
F/Hモードの場合は、テルネット等のアナウンスで要確認。
ローバンドではバンドプランに注意してください。
１６０ｍではＤＸ局との交信はスプリット運用となります。1908Khz
８０ｍは２０００Ｈｚ未満での運用が必要

BAND FT8 FT4 JT65

160m 1840/1909(JA) 1838/1909(JA)

80m 3573/3531(JA-JA) 3575 3570/3531(JA)

40m 7074/7041(JA-JA) 7047 7076/7041(JA)

30m 10136 10140 10138

20m 14074 14080 14076

17m 18100 18104 18102

15m 21074 21140 21076

12m 24915 24919 24917

10m 28074 28180 28076

6m 50313 50318 or 50310 50276 or 50310
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３．５Ｍｈｚでの運用 ⇒ オフバンド

ペディション局は標準以外での運用が多い
Ｆ／ＨモードでＦ局は００秒、３０秒で送信
Ｆ／Ｈモードでｈ局は１５秒、４５秒で送信
（ＪＡ局のＣＱは極力１５秒、４５秒で送信）



デコード画面

送信、受信画面
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注



設定ポイント

ディスプレー
・ デコード区切りライン
・ フォント設定
・ ＤＸＣＣ

自局情報
・ コールサイン
・ ＧＬ
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設定２、３

無線機と同期をとるとＣＡＴにより無線機の
周波数に合わせて自動的に周波数が設定
されます。
リグのキャットとの同期が切れる場合は
インターバルのタイムを調整します。

ボーレイトをリグに合わせます。
９６００，８，１，０
リグ側も固定にします。
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ＴＣＰ－ＩＰ、ＵＤＰ
経由での取込
・ デコードデータ
・ ＱＳＯデータ

ＷＳＪＴ－ＸはＵＤＰ接続のみ

ＴＣＰ、ＵＤＰ接続で取得できないソフトについてはテキスト経由、または、ＪＴアラート
等のソフトを通して取込が必要。
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．

デコード内容
ＢＧＡＬＯＧ デコード内容ＪＴＤＸ等と並べて確認 ＪＴＤＸ

ＪＴＤＸカラー設定例

コールサイン部分をクリックで自動的にコールサイン欄に取込自動で検索します。
ＤＸＣＣの状況、過去の交信状況、ＱＲＺ．ＣＯＭ登録状況、等々

デコードと同
時にＵＤＰ経
由でデータを
取り込みます
ので比較しな
がらの使用
が可能

21



① 相手をコールする（デコード欄ダブルクリック）

② 相手からレポート
③ ＲＲ７３を送る
④ 登録確認が出る

⑤ ＯＫを押す
⑥ ＢＧＡＬＯＧに自動取込

①

②
③ ④

⑤

ＱＳＯデータ自動取込

ＢＧＡＬＯＧは自動でＱＲＺ．ＸＭＬ等から名前、マネージャ、ＤＸＣＣ情報処理、ＩＯＴＡ
などを検索して自動登録を行います。

全てＪＴＤＸ側での
処理のみ
①⑤以外は自動

⑤のＯＫボタンを押すのみでＢＧＡＬＯＧ側では全く処理不要
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この内容をＬＯＧに書き込むのが大変



設定

・ 周波数（右クリック）
リグコントロール

・色設定
視覚的に見分け

カラーの設定を行っておくとデューフ゜
等の判定が容易になります。
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文字の色設定

バックカラー
の色設定

未交信局
バンドモードニュー

デュープ

CQ/73 自局 その他

RR/73含ＣＱ(黒) その他(紫)

ＷＳＪＴ－ＸではＣＱ中心の設定で
カラーの細かい設定は不可

ﾆｭｰDXCC



送信文を記入して追加登録
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マイク、スピーカー設定
ＰＣやスカイプと別にＦＴ８等専用にしておくことが望ましい。（ノイズをなくしてＳ/Ｎ比を上げるため）



運用画面例

①

②
③
④

25



ＱＳＯパターン（相手局ＣＱ例）

ＧＬ省略例（ペディション局対応） 通常のコール

相手局 自局

ＣＱ ＤＸ Ｅ６ＥＴ ＡＨ５０

Ｅ６ＥＴ ＪＡ５ＢＧＡ －１０

ＪＡ５ＢＧＡ Ｅ６ＥＴ Ｒ＋０５

Ｅ６ＥＴ ＪＡ５ＢＧＡ ＲＲ７３

ＪＡ５ＢＧＡ Ｅ６ＥＴ ＲＲ７３

相手局 自局

ＣＱ ＤＸ Ｅ６ＥＴ ＡＨ５０

Ｅ６ＥＴ ＪＡ５ＢＧＡ ＰＭ６３

ＪＡ５ＢＧＡ Ｅ６ＥＴ Ｒ＋０５

Ｅ６ＥＴ ＪＡ５ＢＧＡ ＋００

ＪＡ５ＢＧＡ Ｅ６ＥＴ ＲＲＲ

Ｅ６ＥＴ ＪＡ５ＢＧＡ ＲＲ７３
45秒で終了

１分で終了

★ コール時点で自局のＧＬを入れないで「Ｔｘ２」から呼ぶとショートＱＳＯとなります。

★ レポート差（ＣＷ（ＳＳＢ）の様に聞こえれば耳Ｓの５９９（５９）？と異なります。）
相手がニューであったこと、ビームずれで弱かったことから、２００Ｗでコールしてしまいました。
（当方ＡＮＴ＝４ＥＬＥ ＣＱ）ビームを回しながらのＱＳＯで相手はかなりパワーを絞っていたようです。
他の方から見ればオーバーパワーと思われ恥ずかしい思いをします。参考で記載しました。

※ 相手より良いレポート差をもらうことは恥ずかしいことです。
ビームを向けた後のレポートは＋００でした。（ビームを向けてから50W位で呼べば丁度良かったと思っています。） 26
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使って便利なボタン

「ＨＩＮＴ」 ボタン

［＊］で表示

取り込んだデコードが自動補正されたのも
の

下図はＪＴ６５専用(?)
参考で載せておきます。

ヒントボタンは、4つのデコーダーを使用してデコードする。
最初はCALL3.TXTファイルのデータを使用、その後は「DXコール」欄
および「DXグリッド」欄のデータが使用される。

CQ / CQ DX、RO、RRR、RR73メッセージに焦点を当てて使用される。

以下は値を大きくすればデコード性能がＵＰするが、ＣＰＵの負担が
増加するのでＣＰＵ能力に合わせて適宜なところで設定

① デコード試行回数：ＣＰＵ能力に合わせる
② デコードパス数（デコード試行回数）：ＣＰＵ能力に合わせる
③ 受信周波数のデコード試行：

低速ＣＰＵ＝１、高速スピードＣＰＵ＝２、ＣＰＵコア数８以上＝３
④ ヒントデコーディングDT範囲：追加の試行を指定
⑤ 最大デコード周波数：デコードする最大周波数
⑥ デコードの深さ

① ３Ｇｈｚ＝３
② ２Ｇ未満＝２～３
③ 高速２、 ８コア以上３
④ 通常＝１

⑤ トップデコード周波数
⑥ デコードの深さ

?
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使って便利なボタン

「 AutoSeq 」 ボタン

履歴データ構造に基づき実施されます。レベル１～３
すべての CQ メッセージとユーザーのコールサインがバンド等が変更される
まで内部に記録されています。
優先度に基づきランク付けされています。

Ｂ４には応答しないでＳＮＲの最適なものから選択します。
１ ： ＣＱ時にデコードされたもののみ保持
２ ： 送信の開始までに取得されたものが対象（通常）
３ ： デコードの終わりまで待ちＳＮＲの最適なものから、直前の３秒間の

メッセージに基づき送信され、送信中にメッセージが変更される場合
があります。

※ 信号強度でなく、ＳＮＲ（信号対雑音比）の良いものから処理されます。
ＳＮＲの向上

ＳＮ比を上げるにはＡＬＣを振らさな
いようにします。

右のパワースライダーで無線機に送
り込まれるマイクゲインを調整します。

２
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ＪＴＤＸ等 vs ＢＧＡＬＯＧ（デコードデータ、ＬＯＧデータ、等々・・）
（ＪＴＤＸの並べてＤＸＣＣ、過去のＱＳＯ等を確認してＱＳＯする方法の例）
ＢＧＡＬＯＧとの比較使用例

ＱＲ欄
Ｑ（左）:年間DXCC(ｽﾍﾟｰｽ=New Q=Qso)
Ｒ（右）:FT8QSO DXCC 、

Frq,Modeﾆｭｰ(T=Qso,R=Received,Space=ﾊﾞﾝﾄ･ﾓｰﾄﾞ
New)
★●欄

★（左）:その局とのFT8での交信(ｽﾍﾟｰｽ=New ★=Qso)
●（右）:ALLDXCC 、

Frq,Modeﾆｭｰ(ｽﾍﾟｰｽ=Received,●=ﾊﾞﾝﾄ･ﾓｰﾄﾞNew)

全体の流れ
① 自局のバンドモード別ニューがＣＱ
② 相手をコール（呼びながらﾋﾞｰﾑ角度ｸﾘｯｸ）
③ 相手からｺｰﾙされる（R14が返る）
④ 確認ﾚﾎﾟｰﾄ送信（ｼｮｰﾄﾊﾟｽとなりｹﾞｲﾝｱｯﾌﾟ）
⑤ 相手から確認があり（RRR）
⑥ OKﾎﾞﾀﾝでＢＧＡＬＯＧに転送
⑦ その後、QRZ等に確認して結果を自動登録
⑧ ｵｰﾄでCQが出るので停止
⑨ BGALOG、JTDXともにﾃﾞｭｰﾌﾟ表示

⇐カラー設定

ダブルクリック
全デコード表示欄

送受周波数表示欄
①

③

②

④

⑥

⑤
③

⑤

更新済表示になる



ログソフトへのデコードデータ、ＱＳＯデータの送信

ログソフトへのＱＳＯデータの送信設定

ログソフトへのデコードデータの送信設定

その他の転送方法
ＡＤＩＦ、ＴＥＸＴ形式での転送

ロギングソフトとポートを合わせておく必要があります。（上記内容はＢＧＡＬＯＧとの連携）
30

ＷＳＪＴ－Ｘ
ＪＴＤＸ

ＬＯＧ転送＝ＴＣＰ接続

全てＵＤＰ接続

デコード＝ＵＤＰ接続



ＪＴＤＸの設定

内部ポートを設定します。（各チェックＯＮ）
ＴＣＰサーバー = １２７．０．０．１ ポート = ５２００１
ＵＤＰサーバー = １２７．０．０．１ ポート = ２３３３

31

ＷＳＪＴ－Ｘの設定

内部ポートを設定します。（各チェックＯＮ）
全てＵＤＰを使用し、ＴＣＰサーバーは在りません。
ＵＤＰサーバー = １２７．０．０．１ ポート = ２３３３

設定での注意： ＴＣＰ（標準の52001）、ＵＤＰ共に使用ソフトに合わせてください。
ＵＤＰが２２３７の場合がありますが、全て２３３３に変更してください。

チェックし「５２００１」に設定

全て「２３３３」に設定

全てアドレスを「１２７．０．０．１」に設定

異なるパソコンへデータを送る場合
は「127.0.0.1」を送付したいパソコン

のアドレスに変更します。例
「192.***.**.**」
P-12を参照してください。
ポートは「52001 or 2333」のいずれか
になります。



ＯＫボタンで

自動取込

ＬＯＧデータ取込

ＪＴＤＸ等でＱＳＯ成立時に「ＬｏｇＱＳＯ」画面が表示されます。

単に「ＯＫ」ボタンクリックのみ（ＢＧＡＬＯＧ側は未処理）で全ての処理が完了、
または、ワーク欄に取り込まれます。

ＢＧＡＬＯＧ側ではポートは絶えず監視しています。
１ 内部処理実施：ポートにデータが送り込まれますとコールサインで検索を実施
（コールサイン、ＲＳＴ、等によりＢＧＡ内部処理分を取込ながらＮＷへ検索を実施）

２ 自動処理＝ＮＷへ要求をかけて、遅れて取り込まれたデータを待ち
（全自動）で取り込み

半自動処理＝ワーク欄にのみに取込
登録ボタンを押す必要があります。 （半自動）

32



ＪＴＤＸ、ＷＳＪＴ－Ｘ（異なるパソコン間転送）
（自宅内に2台のＰＣがある場合の設定）

アドレスのみを変更してポートはＢＧＡＬＯＧ側に合わせてください。

ＴＣＰ = １２７．０．０．１ ポート = ５２００１
ＵＤＰ = １２７．０．０．１ ポート = ２３３３

ＪＴＤＸ等のレポーティングフォルダー
を次の様に変更します。

次の様に送り込みたいパソコン（ＢＧＡＬＯＧ側）のアドレスに変更します。
ＴＣＰ = １９２．＊．＊．＊ ポート = ５２００１
ＵＤＰ = １２７．０．＊．＊ ポート = ２３３３

※ ＴＣＰを使うのはＪＴＤＸのＬＯＧデータ転送のみです。
ＷＳＪＴは全てＵＤＰでＵＤＰを使用します。

相互にアドレスが明確な場合は、いろいろな組み合わせが可能です。
・ すべてを転送
・ ＬＯＧのみ転送 などが出来ます。

＊ については、送り先側のパソコンのアドレスを記入します。
固定アドレスがあればインターネット経由でも設定可能です。
その場合は、ルーターの設定を行う必要があります。

別にするメリット
ＪＴＤＸ等の部分とＢＧＡＬＯＧが同時に検索を行いますが、
別にすることでＣＰＵの負担の分散が出来ます。

33

ＬＡＮ

例：１９２．１６８．１．１

例：１９２．１６８．１．３

受信は別の
ＰＣ
ＪＴＤＸ等

ＬＯＧは別の
ＰＣ
ＢＧＡＬＯＧ



ＢＧＡＬＯＧと連携したＷＳＪＴ－ＸでのＦＴ４ＱＳＯ

34

過去の交信状況が明確
（バンド・モード別での
ＤＸＣＣ）
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カラー設定でのＮＥＷ、デュープ把握

未交信 バンド未交信 バンド交信済



ＢＧＡＬＯＧと連携したＦＴ４ＱＳＯ

データ自動取込状況

ＢＧＡＬＯＧ側での操作は不要
（交信にのみ専念）

ＮＷ経由でＱＲＺ．ＣＯＭ（ＸＭＬ）よりデータを自動入手

36



メイン部分の主要画像

37



ＷＳＪＴＸ、ＪＴＤＸを使い分けることの問題点（デューフ゜ＱＳＯチェック） ＷＳＪＴ：詳細なカラー設定ができない

★印：該当周波数でＱＳＯ済

無印：回数のみ 他周波数等でＱＳＯ済
38

ＬＯＧ ＝ ＪＴＤＸ ＋ ＷＳＪＴ－Ｘ



ＢＧＡＬＯＧの（ＦＴ４、ＦＴ８、ＪＴ６５）デコード画面 ＷＳＪＴ－Ｘデコード画面

ＬＹ３ＢＧ をシングルクリック 過去の交信状況等が表示

デューフ゜確認 （ＪＴＤＸ、ＷＳＪＴを使い分けることへの問題）

39
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自局がコールしたもの

自局が呼ばれたもの 終
了
時
に
コ
ー
ル
さ
れ
た
も
の
が
明
確

ＷＳＪＴのカラー設定（好みで変更する）
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コールする周波数（変則テクニック） ペディション局を早くゲットする方法

通常は５００Ｈｚ～２５００Ｈｚがよく利用されていますので２５００Ｈｚ以上で呼びます。
理由としてリグのフィルターによりこの範囲を超えると変調ゲインが下がるため使用者が少なく空いています。

注意点
相手が低い周波数（５００Ｈｚ）以下の場合は注意

１４．０７４．０の時に２９００Ｈｚで呼ぶ方法
リグを１４．０７４．５００に設定し、２４００Ｈｚでスプリットコールします。

５００Ｈｚずれましたので２４００Ｈｚで呼べば疑似的に２９００Ｈｚと同じ
変更した周波数分を加算して読み替える
２５００Ｈｚを（2500＋500）として３０００Ｈｚに読み替え

相手局も８４８⇒３４８としてデコード



運用時に注意したいこと

★ PC時計時刻合わせが出来ているか、他局とのタイム差をチェックすることが重要です。
（ずれているとデコード出来なかったり送信が相手にデコードされなくなります。特にFT4は0.5秒以内位に）

★ バンド状況を把握して他局が出ていない場所を選択してください。
★ ペディション局は00秒、30秒に出てきます。極力15秒、45秒で送信するように心がけましょう。

（ F/Hモードで呼ぶ場合は送信出来ない様にプログラムされています。）
★ 特にＤＸペディションでは、スプリットが必須。（絶対にＤＸ局の周波数で送信しない。）

スプリット送信を考慮してどこで呼べば、相手にデコードされ応答してもらえるかを工夫しましょう。
★ 送信電力は必要最小限にしてローカル局とのコミニケ―ションを図っていきましょう。

（幽霊をなくしてローカル局に迷惑をかけないためにお互いの干渉を少なくしましょう。
★ 送信電波の質を常に意識しましょう。（Audioレベルに注意。ALCメータ振れに注意しましょう。）
★ オフバンド送信に注意、160m、80m、40mで、バンドプランで外国局と交信のみが許されている周波数等に注意

（3.573MHz+2000Hzがバンドエッジ）160mで、DX局通常1840KHz・JA局1908KHzを使用する完全スプリットです。
★ TX1スキップ（呼び出し時にGrid Locatorを送らない）で交信時間短縮に工夫しましょう。
★ 送受信サイクルを間違えないように。（相手局と同じタイミングでそ局を呼ばないようにしましょう。

（オンフレで全員が呼ぶとＳＮＲが低下、また、相手局と重なってしまい、他局に大迷惑となります。）
・ ＰＣシステムのデバイスを確認（Beep音や警告メッセージなど）を送信しないようにしましょう。
・ ほとんどがオートシーケンスで自動交信をする場合は、停止の措置が必要になります。
・ F/Hモードを除き他局に応答があった場合には呼び続けないようにしましょう。
・ ＣＱの連発や他局に応答があった場合には呼び続けないようにしましょう。
・ 無線機の帯域幅を広げておく(狭くしておくと上下の周波数で変調がかからなくなります。)

★印はこの後説明あり 42
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★ ＰＣ時刻合わせの必要性
タイム差によりデコードされない例
タイムラインをまたいている場合はデーコード
できない

※ 時刻合わせが必要

★ バンド状況を把握して他局が出ていない場所を選択
最低、前後３０秒間で共に空いている場所を選択
ペディション局が取れない場合はスプリット周波数を空いているところに変更するテクニックも必要

起動時や設定時間ごとに同期するにはスケジューラーで設定

タイムライン
またがらない

タイムがずれている例
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★ Ｆ/Ｈモードをコールする場合
ＦＯＸ局 ００、３０
ＨＯＵＮＤ １５、４５ ＨＯＵＮＤモードに設定すると００では送信できません。

※ ＪＡからのＣＱは極力「１５秒、４５秒」
００で送信すると多くの方からチェックされることになります。
また、ペディション局は００で出ますが、送信タイミングが同じとなり珍局を取りこぼすことになります。

★ 特にＤＸペディションでは、スプリットが必須。
（絶対にＤＸ局の周波数で送信しない。）
お互いにつぶしあいになります。
ソフトが自動で交信相手を選択します。
次ページに例があります。
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ＪＡ専用周波数（7.041.0）でＣＱを出してみました。

１度のＣＱで３０局と自動交信ができました。
次のように各局から連続でコールされ
２：３６分～３：１０分の間ほぼ１分＋α感覚で
交信完了（オートシーケンス２に設定）

交信相手はシステムが自動で選択して交信ができました。 （スプリットが優先されている）
その間ＦＴ８のシステムより交信成立時に表示される「ＯＫ」ボタンを押すのみで余裕で「ｅＱＳＬ」の登録処理も完了です。
昔「自動で交信してくれるソフト作り」などと言っていた夢がかなった感じです。（自局送信は１５６４、スプリット局を自動選択）
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★ 送信電力は必要最小限に
恥ずかしいレポート差を少なく
（相手は多分１０ｗのＱＲＰ？）
ＫＷライセンスの局でも１００Ｗくらいに
絞り込んでいる方が多いです。

★ 送信電波の質を常に意識
Audioレベルに注意。ALCメータの振れに注意
同一周波数内にダブって表示されている例を
見かけます。
幽霊：ローカル局に迷惑をかけてしまいます。

パワー（ＡＬＣ）調整が必要

アンテナ切替機、回込発生時、
マイクゲイン、コンプレッサー
等のゲイン最大の例

幽霊発生
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正常（通常運用時）ＡＬＣ振れなし

パワーは幾分上がるがＡＬＣオーバーとなる

正しい変調とオーバー変調

⇐または、リグ側で調整
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★ バンドプラン、オフバンド送信に注意、
160m、80m、40mで、バンドプランで外国局と交信のみが許されている周波数等に注意
（3.573MHz + 2000Hz = 3.575Mhz がバンドエッジ）
160mで、DX局通常1840KHz・JA局1908KHzを使用する完全スプリットです。
40mの(JA－JA)QSOは7041KHz

★ TX1スキップで交信時間短縮に工夫
呼び出し時にGrid Locatorを送らない？
注意：Ｗの局はＧＬを集めている方も多いと聞いています。

★ 送受信サイクルを間違えない
相手局と同じタイミングでそ局を呼ばないように注意
オンフレで呼んでいると、ＤＸ局と重なり大迷惑



製作履歴

ＢＧＡＬＯＧ バージョン
Ｖｅｒ１ 1985～ 相手との交信記録、ＤＸＣＣファイル整理を中心（ＭＺ８０：８ビット時代）
Ｖｅｒ２ 1997～ テルネットを中心としたＤＸＣＣ管理、多機能の実現（ＰＣ－９８００時代）
Ｖｅｒ３ 2014～ 多機能でテルネットデータと自局データ融合でのペディション管理、自動アップデート導入（ＷＩＮ－８）
Ｖｅｒ４ 2017/10 トップDxer’sにも楽しんでいただくペディション管理、年間DXCC等、ＦＴ８導入、NW連携（ＷＩＮ－１０：全面見直し）
Ｖｅｒ５ 2019/03 ＦＴ８連携強化、印刷管理ﾌｧｲﾙ導入、QSL画像重複登録、NW(LOTW,CLUBLOG,eQSL,)連携強化、Vs2019対応(2019/03)（Ｖｅｒ４見直し）

製作の狙い：ＮＷの活用による多くの情報提供と周辺機器の効率的使用による早期ＤＸＣＣオーナーロールの達成、と 達成後も楽しめるトップDxer’s用ログ、

各種ペディション対応の業務日誌作りを目指す。
・ ＥＤＸＧメンバーを中心としたDxer’sに育て上げられた業務日誌

（ユーザーにはｸﾗﾌﾞﾛｸﾞ世界No1～2の他ﾍﾞｽﾄ100位内ﾗﾝｷﾝｸﾞ者、多数）
ＢＧＡＬＯＧ各画面内の「マニアル」及び「ツールチップヘルプ」にて詳細の確認をしてください。（ＥＤＸＧホームページで確認できます。）

ＢＧＡＬＯＧ．ＮＥＴ（Ver５）の紹介

動作環境

システム（極力ﾊｲﾚﾍﾞﾙのPC）

WIN-10推奨（以降）

（次が動作するシステム）

・ ﾈｯﾄﾌﾚｰﾑﾜｰｸ4.7
・ AccessDatabaseEngine
・ ﾀｶｵﾌｫﾝﾄ推奨

ディスプレー
１９２０×１０８０ドット以上 （マルチディスプレー推奨）

マウス
５ボタン以上のマウス推奨（３ﾎﾞﾀﾝではHELP不可視）

ＮＷ環境必須
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ＢＧＡＬＯＧでコントロールしている内容等

・ 無線機
テルネット等クリックでの周波数（モード等、スプリット周波数）等コントロール、ＣＷラバーＱＳＯ送信、
リグ外部キーパット用メモリー内容切り替え、キーボード送信

・ ローテーター
自動ＲＴＣ選択（4台）ビームコントロール、ビーム角度、距離表示（ＪＡ４ＢＵＡ桑原ＯＭ作成の切り替え機「RTC-59」をコントロール）

・ アンテナ切り替え
アンテナ選択（１６０ｍ～６ｍまでの１０バンド自動切り替え）（ＪＡ４ＢＵＡ桑原ＯＭ作成の切り替え機「RTC-59」をコントロール）

・ ＮＷからのデータ取得
テルネットデータ（送受）、ＱＲＺ．ＣＯＭ（ＸＭＬ）、ＨＡＭＱＴＨ、クラブログ、ペディションホームページ、
テルネットデータのバンドスコープ、Ｊクラスター、その他多数

・ 自動バージョンアップ
ＢＧＡＬＯＧ、マネージャファイル、ＤＸＣＣ学習ファイル、ＤＸＣＣファイル、ＪＣＣファイル、

・ 簡単アップロード
ＬＯＴＷ（送・受）、ｅＱＳＬ、グローバルＱＳＯ用データ、ＣＱ誌レポート、
その他組み立て自由な（ＡＤＩＦファイル、テキストファイル）出力

・ 特殊検索
ＤＸＣＣ、ＪＣＣ、ＩＯＴＡ管理、画像表示、ＧＬからの位置情報、バンドモード別クラブログペディション等情報管理、
年間ＤＸＣＣ管理、

・ 他ソフトとの連携
ＪＴＤＸ、ＷＳＪＴ－Ｘ



画面の紹介（メイン画面、テルネット画面、ＲＴＣ画面、ペディション画面）

通常使用時の画面（最少画面）
・ 検索局とのバンド別交信状況は星取表によりカラーで確認、リグ周波数、ローテーターは自動（or手動）コントロール
・ テルネット表示時の該当局との状況（バンド別・モード別の交信状況、回収状況）等を表示 51
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テルネット画面、Ｊ-クラスターの同時チェック

指定した件数（時間）分の直近のレポートのみをバンドスコープとして表示

表示周波数、モード
など豊富なオプション

ＪＣＣのバンド別モード別ニューの状況表示 市町村名、道の駅等の
ＮＷ情報を表示

Ｊ-クラスター画面

テルネット画面



画面の紹介（ＪＣＣ管理画面）

局検索画面（過去の交信状況、温泉地、道の駅、等を表示）

53

検索時の表示
道の駅
温泉地

その他の取得情報

ＪＣＣリスト

バンド別モード別ＪＣＣリスト
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Ｊ－クラスター（ＤＸＣＣ）関係検索メニュー（リグコントロールをも含めた豊富な検索システム）

Ｊ－クラスター画面：１クリックで取り込み

ＪＣＣ交信情報、ＱＲＺ情報、Ｊークラスター
情報、道の駅情報、過去の交信情報、住
所、氏名、ＱＳＬ交換情報、ＺＡ情報、等
がワーク欄に取り込み済、ＱＳＯ後に

登録(F8)ボタン⇒登録

赤枠は未交信局（交信済の場合は業務日誌欄に過去の情報を表示）

記念局のみの抽出

コ
ー
ル
サ
イ
ン
・自
由
文
字
検
索

道の駅、温泉地、ＱＲＺ等への登録状況が参考表示

伊予市の例
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ＮＷからのデータ取得



画面の紹介（ＤＸＣＣカントリーリスト）

56



画面の紹介（ＩＯＴＡ画面）

57



画面の紹介（ＱＳＬマネージャ管理画面、学習ファイル管理）

マネージャリスト

マネージャ収集
・検索時ＱＲＺ．ＣＯＭ等より自動取得
・ユーザーが登録の都度自動報告⇒確認⇒配布
・テルネットからの自動収集
（ＱＲＺ．ＣＯＭ検索を優先）

活用
局名検索時、印刷時に使用

リスト配信
・レポート時等収集の都度配信

アップデート
・ＢＧＡＬＯＧ起動時自動更新

58学習ファイル：マネージャリストと同様にユーザーからの自動報告とＬＯＧ起動時の自動アップデートが実施されます。
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ＱＳＬマネージャ管理、学習ファイル管理、エラー管理 （自動報告）

自動報告システム（マネージャ、学習、エラー発生時）
次の様にユーザーの方が変更すると当方へ自動的にレポートが送られてきます。 対応

学習、マネージャ

報告の都度マスターを修
正してＥＤＸＧホームペー
ジへアップロード

ユーザーがＬＯＧ起動時
に自動的にファイルが
アップデートされます。

エラー報告
BGALOGのアップデート等

の修正後にＥＤＸＧホーム
ページへ登録

ユーザーがＬＯＧ起動時
に自動的にファイルが
アップデートされます。



画面の紹介（ＧＬＭＡＰ画面）

赤 ：カード受領済
黄色：交信済未回収
青 ：未交信

検索の都度相手局位置を自動表示 ⇒

未交信リスト

60



画面の紹介（ＬＯＴＷ等 ＤＢ処理・複合検索）

61

ＬＯＴＷ自動処理（メイン画面より）

メイン画面からもそれぞれをQSO後簡単にアップできます。

LoTW RP（ﾚﾎﾟｰﾄ）クリック
・ ＤＴ自動作成後、Tqslを自動起動

ＤＴ送信
・ アップロード処理

以上で送信終了

ＤＴ受信
１ ログイン
２ ダウンロード

ＤＴ、ＢＧＡＬＯＧ取込
３：LoTW受信処理

以上で受信・登録処理少量

ＡＤＩＦファイル
へ出力（１ or ２）

ＬＯＴＷファイル
受領処理（３）

その他出力
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カントリーリストファイル出力、
テキスト or ＣＳＶファイルへ出力

テキストファイル出力、
テキスト or ＣＳＶファイルへ出力



画面の紹介（環境設定）

新たにオプションが追加されたとき
ＢＧＡＬＯＧ＿ＶＵＰ時にバージョンアップが自動的に実施（追加、削除、修正）されます。
大半が、自動で環境に使用状況が登録されます。

ＢＧＡＬＯＧ内での使用ファイルは、BGALOG.accdb内に１０個のデータベースとその他、 CONFIG.TXT、 QSLFORM_***TXTなどの環境設定
ファイル、作業のための一時ファイル等、２０強の管理用テキストファイルが有ります。

オプション数 約２８０
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ツール画面の紹介（ツール、マニアル＆ＷＷＷ接続） 各ボタン等に設定されているＨＥＬＰ例

常時多用す
るオプション、
ヘルプ内容
は各画面内
に有ります。
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業務日誌欄設定
・ 表示する項目
・ 項目の幅
・ 項目のフォント



画面の紹介（印刷画面）

印刷フォーマット（１６QSOまで可能）

・ 裏面白紙、（定形印刷）
・ フリースタイル印刷（自由設定）

宛名印刷
・ 送付用、受領用

ＳＷＬ宛てカード印刷

フリーフォーマットでの
印刷サンプル ⇒

フリーフォーマット設定

ＤＭ封筒印刷
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画像印刷設定例サンプル 相手局名は削除しています。
手書き数字はミリ単位です。

次のページに他のカード作成例が有ります。

前ページフォーマットでの印刷例
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サンプル印刷例

裏面白紙印刷：定型印刷
（比較的簡単に使用できますが、オプションはあまりありません）
当方は表を画像印刷として裏面白紙印刷を使用しています。

フリーフォーマット印刷例
（罫線、画像、データ表示数等、いろいろな印刷が作成可能で、オプションも豊富）
縦書き文字は不可です。

QSLFORM_ONOUE_5.TXT での印刷
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画像挿入



画面の紹介（複合検索書換画面、ファイル内容確認）

68

ＪＴＤＸのＬＯＧファイル確認の例
エディター代わりにも使用可能

検索内容の全項目内の一部の文字列、の修正、全入れ替えが可能



69

画面の紹介（メインオプション）

項目ごとに設定します。
主にメインの画面の全体の設定を行います。
環境設定の他、各作業画面にもあります。

例
良く使用するオプションは各画面の近くにあります。



テルネットの活用
交信状況欄

自局との交信状況把握
（ ： そのバンドモードで交信済、カード発送、ＬＯＴＷ、等
［ ： バンドor星取表ニュー、 バンドニュー[M]が付きます

スポットニュー[周波数、モード]
－ ： モードニュー -RTTY-
＜ ： 他のバンドでのＱＳＬ情報 <QL>交信済、LOTW受領

バンドスコーフ゜
・ 設定時間未経過の情報のみ表示
・ バンドの絞り込みOR選択周波数のみ表示
・ 同一周波数(Khz)の重複非表示
・ ＪＡorＪＡローカル局のアップデータ表示
・ ペディション局等の表示と優先ソート

「Ｃ」 ＝ クラブログ
「Ｐ」 ＝ ペディション
「Ｘ」 ＝ 一般局（ソートのための記号です）

・ 自局ニューデータの明確化（中央部分）
「Ｍ」 ＝ モードニュー
「Ｃ」 ＝ チャレンジニュー
「＊」 ＝ その他のバンド・モードニュー
「Ｑ」 ＝ ＱＳＯ済

・ リフレッシュタイムオプション
・ クリックで交信データ検索、その局との交信内容表示

テルネットデータ検索、テルネット取込データから絞込表示

ペディション局別星取表

・ 過去の交信状況とは別にペディションごとの交信状況を管理
・ ＰＣ登録局テルネットへ表示
・ クラブログ登録局をクリックでクラブログへＮＷ接続
・ 交信データ登録で自動管理「Ｔ」を記録
・ 直接編集：星取表クリックで「Ｔ」⇒「Ｒ」⇒「 」⇒「Ｔ」・・・・
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テルネットの活用

局別星取表管理

・ ペディション終了管理
チェックで簡単削除

オプション設定

・ ペディション期間確認
局別・期間別表示

ペディション局表示
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テルネット検索

・ テルネット接続先：５か所から選択
・ ＷＷＷ取込：ＬＯＧ開始時のデータ不足を補う
・ ＤＸ、ＪＡ：すべて取り込むかＪＡ分のみとするかの選択
・ 最大取込み数、古いデータの削除
・ 表示する画面の選択
・ バンド別絞込
・ Ｗ欄コール：Ｗ欄のコールサインのデータ検索
・ 全項目検索：部分一致のデータ検索
・ 絞込：検索内容から再絞込
・ クラブ等(ブルー)
・ ＪＡ等(黄色) ：Ｂ・Ｍニュー(バントモードニュー)Ｍ(モードニュー) (バントニュー)
・ ＮＥＷ(薄紫) ：同上(ＪＡ等の絞込無)
・ ＣＷ～：モード別表示
・ バンドスコープでの検索後のフィルター画面絞り込み： ＢＳクリック後のフィルターを設定します。

±１＝１ＫＣ以内局検索（標準）、±５＝５ＫＣ以内局検索
CAL＝コールサインにて抽出、無操作＝フィルター検索を行いません。

・ ５００：ＷＷＷ取込み数(テスト用)
・ ＦＩＬ：テルネットＤＢグリットクリック後の絞り込み実施の有無

Ｊクラスター検索

テルネット、Ｊ－クラスター接続時画面
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メイン画面（こんなこともできます）

ピンク色ボタン（検索ボタン）
その下のテキストボックスに記入した
内容と部分一致したデータを検索・抽出します。

住所検索、ＪＣＣ検索（ＪＡの場合）
市町村名、ＪＣＣコード ⇒ ＪＣＣコード、市町村名、
道の駅、湯之町を表示

日付絞込
年月日のチェックボタンの一致した内容を
上の設定日で抽出します。
範囲指定の場合は日付検索で抽出します。

ＩＯＴＡ検索
メッセージ欄にカントリー、
備考２に詳細を登録

局検索時の表示内容等
①業務日誌欄に全交信内容抽出、②ＤＸＣＣリスト、③ＧＬからの位置を表示（ＧＬＭＡＰ画面参照）、④バンド別星取表交信状況
（その局との交信を色で表示：赤はデューブ表示）、⑤相手時間、⑥未交信局は検索テキスト枠を赤色表示、
⑦ＱＲＺ．ＣＯＭ（or ＨＡＭＱＴＨ）からのデータ取込（ＤＸＣＣ番号、氏名、ＱＴＨ、ＧＬ番号、ＩＯＴＡ番号、ＱＳＬマネージャ、
カントリー、島名、カントリー、ＬＯＴＷの可否、生まれ、等）、⑧マネージャリストから取込み（レポート者名を表示ＱＲＺ．ＣＯＭ
に登録されていればリストを変更）、⑨ＲＴＣコントロール用データ表示、⑩無線機コントロール（周波数、モード、スプリット処理）、

クラブログ登録局、ペディション登録局リスト
メイン画面表示時にそれぞれのホームページ（ＷＷＷ）から
情報を取り込みます。
クリックでその内容が表示されます。

73



テルネット表示画面等クリック（サンプル画面はテルネット画面でＶＫ９ＭＴをクリック時）

① バンド別モード別等：現地タイム等色別表示、カントリー名、バンド別モード別交信状況、検索局と
の交信状況を色別表示、ビーム角度（クリックでＲＴＣコントロール）距離、等表示、

② ワーク欄
カントリーリスト、ＱＲＺ.ＣＯＭ、各登録済のリスト、オプション制定に基づき取得した内容を各項
目に記載

③ メッセージ欄
ＱＲＺ.ＣＯＭ（未契約者＝ＨＡＭＱＴＨ）よりの取得内容を表示

④ 業務日誌欄
交信済の業務日誌を表示

①テルネット表示画面等クリック ⇒ ＱＳＯ ⇒ ②登録（F8） ＝ 登録終了
（通常）手書きはほとんどありません

① バンド別モード別等

③ メッセージ欄② ワーク欄（薄緑色）

④ 業務日誌欄 ② ワーク欄（未交信の場合）赤枠表示で④の表示はありません。

注意 テルネット等からの取込みは正しく登録されていない場合にもそのまま取得します。
今後徐々に分析して取り込むように検討します。
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ＢＧＡＲＴＣ画面

メイン画面からのコントロール
ＪＡ４ＢＵＡ桑原ＯＭ作成の「RTC-59」システムをコントロールします。

・ ショートパス（水色） or ロングパス（緑）
クリックで周波数により４台までを自動選択して、コントロール

ＢＧＡＲＴＣ画面でのコントロール
・ 直接画像をクリックでその方向へコントロール

※ 当方は２台をコントロールしています。（４台までコントロール）

リグコントロール画面（ICOM）
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直
接
画
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文面は検索の都度マクロ
変換されて表示
マウスクリックで送信
（登録制限なし）

［ＡＬＴ］＋［テンキーの数字・記号］で該当する文面が送信
（１４文面を登録可能）



ＢＧＡ＿ZＩＰプログラム（バージョンアップ手助けプログラム）

ＢＧＡ＿ZＩＰをアップデートする
プログラム
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ＱＳＬカード管理
（ＤＸＣＣ、ＪＣＣ、ＩＯＴＡ）

各リスト内の
Photoの文字
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先読み検索

先頭から文字入力の都度一致したデータを抽出します。
この状態で矢印キーで選択してエンターキーorマウスでマリックして確定したデータを取り込みます。
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ＬＯＴＷ、ｅＱＳＬ自動処理

それぞれをQSO後簡単にアップできます。

ＬＯＴＷ アップロード
アップのみであれば①、②の実施で終了

自動ＤＴ作成
TQSL自動起動

①

②

③

④

ＬＯＴＷ ダウンロード
③、④の実施で受領処理終了

ＢＧＡＬＯＧ
受領処理

ダウンロード

アップロード

[ LoTW RP ]
ボタンクリック

ｅＱＳＬアップロード
アップのみであれば①、②の実施で終了
ｅＱＳＬ．ＣＣ処理後の③クリックで受領処理終了

①

②

③

※ ｅＱＳＬへアップするには事前に登録しておく必要があります。
（登録は無料）
ＤＸＣＣにカウントされないためＢＧＡＬＯＧでは単に送受処理と
画像処理を行うのみです。

※ ＬＯＴＷよりダウンロード受領したデータは自動でＤＸＣＣファイルの交信管理を行います。



ＦＴ８画面

．

デコード内容
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デコード内容ＪＴＤＸと並べて確認

ＪＴＤＸカラー設定例

コールサイン部分をクリックで自動的にコールサ
イン欄に取込自動で検索します。

ＤＸＣＣの状況、過去の交信状況、ＱＲＺ．ＣＯＭ
登録状況
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ＦＴ８画面

ニュー表示とQSO済カラーでの判定（緑⇒オレンジ）
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ＦＴ８画面

自動取込の流れ（行う作業：自動作業）

① 相手をコールする（デコード欄ダブルクリック）
② 相手からレポート
③ ＲＲ７３を送る
④ 登録確認が出る
⑤ ＯＫを押す
⑥ ＢＧＡＬＯＧに自動取込
⑦ 確認後登録ボタン
⑧ 取込終了

①

②
③
⑧

④

⑤

⑦ 確認後登録ボタン
これもオプションで児童に設定しておけば実施不要です。
ただしＮＷからのデータが遅れることからＱＲＺ等からのデータは取り込めません。
（名前、住所、備考１、備考２）

⑦ 上書COPYボタンで事後取込も可能



ＦＴ８ ＷＳＪＴ-X、ＪＴＤＸ、 と同期して、ＢＧＡＬＯＧ内に自動取込

（同時にＱＳＯ回数、プリフィックス、ＤＸＣＣ（データ）ニューを表示）

交信局の取込（ＦＴ８）
ワンクリックでＷＳＪＴ-X、ＪＴＤＸ の交信

登録データを取得し、コールサイン、ＲＳＴ
～ＧＬ、を取り込むとともにＱＲＺ．ＣＯＭ or

ＨＡＭＱＴＨより自動検索して関連データを
取り込み登録します。

UTC、TCPにより同時同期
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ＱＳＯデータの自動取込設定

デコードデータの自動取込設定

別のＰＣへの取込
「１２７．０．０．１」（自分のＰＣのＮＷアドレス）を別のＰＣのアドレス（例：１９２．１６８．１．２等）に
変更することによりＰＣ間転送ができます。
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テルネットの活用（おすすめボタン）

・ＣＰＷ星New
Ｃ：クラブログ、Ｐ：ペディション、Ｗ：
ウォンテット、局の未交信のみを抽
出します。

左側にある各ボタンはＣＰＷの交
信済を含めて表示
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① ＢＧＡＬＯへの未登録データ取込

② ＢＧＡＬＯＧからＪＴＤＸ等へＱＳＯ分ＤＴ書込

③ ＪＴＤＸ等へ転送

①で未取込が発見出来た場合
データ範囲を選択コピー ⇒ ＦＴ取込で登録完了

テルネットの活用（おすすめボタン）
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左：年間ニュー
右：ＤＸＣＣ ＤＩＧＩＴＡＬニュー

デジタル交信状況把握



ＪＡ４ＢＵＡ：
基板設計＆コントロールプログラム作成
（安定性抜群でスムーズ動作）

ＪＦ１ＵＶＪ：
（桑原ＯＭ作成のシステムを製品化）

ＢＧＡＲＴＣの特徴
・ 画像の大きさを選択（７段階）
・ 画像を選択（自作画像の場合は中心点が合う様に作成すれば使用可）

・ ＸＰ用、ＷＩＮ８等の２種類作成
・ 画像をクリックでビーム方向選択（← □ →の利用も可）

・ ローテーターオプションスイッチで離れたシャックの
電源等をリモートコントロール（利用方法の詳細はJA5AUC OMへ）

※ その他ルソーのローテーターに対応しているものも作成しています。

単独プログラム （ＢＧＡＲＴＣ）

（ＢＧＡ＿ＴＥＲＭ）
コムポートの入出力の状態をチェックします。
無線機やインターネット等の状態が把握できます。

IC7800のデータ
JTDXのデータ
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リモートコントロール用スイッチ （ＢＧＡ Ｓｗｉｔｃｈ）

（リモートシャックのフォースケアーのビームを切替）
ＢＧＡＲＴＣのスイッチと連動させてリモート
シャックの各種機器をコントロールします。
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ボタン名は自由に変更可

使用方法はＪＡ４ＢＵＡ桑原ＯＭへ確認


